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は非上場であり、上場企業に求められるガバナンスの整備や情報開示も法令上求められないほ 、何よりも株価に表れ市場の反応を気にする必要 ない。 また、消費者市場にお ても 戸別配達率が極
めて高い中で、少なくとも近年までは、個々の記事や毎号の紙面の質を理由に購読を取りやめる読者は 、従来はこれがセンセーショナリズムを抑制するために有効だと言われていたのだが、逆に読者不在の紙面づくりにつながる危険性もある。また、習慣として購 しているだけの からは、積極的な信頼があったとはいえないのではないか。 そのほか、労働組合や現場記者からの批判といった形での統制がどの程度かは 社によっ異なるだろうが、筆者がこの点をつまびらかにすることはできない いずれにしても、総合的に見て、新聞社に対する外部からの統制は、一般企業と比較してかなり緩やかなものだと思われる。
このように、新聞社はかなり自律性の




































批判に対してはメディア 反省を促し、不当な批判に対しては不当であ ことを明確にする。これらが透明 プロセスの中で行われることが重要である。不当な批判に対して不当であると言えることは、国民による攻撃からメディアを守「砦とりで
」の機能である。第三に、報道評議会は、新聞協会を始
めとする業界団体の枠を超えて門戸を開くことで、新聞界が開放的な存在であることの象徴となることによって、第一点で述べたような一般のネット言論と、ジャーナリズムとの違いを明確 するとともに、それへの信頼を確保することになると思われる。
ただ、報道評議会のような組織は、設
立しさえすればよいというものではい。評議会が十分に機能し、それ自体として国民の信頼を獲得す には、新聞界全体として、協議会の独立性を尊重しつつそれを支える姿勢が不可欠である。
◇
最後に、近年の政治状況と朝日新聞の
今回の問題とを通じて新聞界には亀裂が生じているようにも見えるが、今回の問題を新聞界全体の問題とし 受け止め、改革の契機とされるよう期待した
（そがべ・まさひろ）
